
　いぶすき花き振興連絡会青年部（西田義哲部会長）
が指宿産の切り花を知ってもらおうと、指宿幼稚園
でフラワーアレンジメント作りを開催しました。園
児たちは、父の日のプレゼント用にバラやスプレー
ギクなどを上手に飾り付け、お父さんへの感謝の気
持ちを書き添えたかわいらしい作品を作りました。

お とうさん、ありがとう　
父の日のプレゼントにフラワーアレンジメント

今月の表紙
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　 水道工事当番店

指宿地域
７ 月 １ 日 ～ ３ 日	 ㈲指宿徳永組　☎㉒4091
　	 　　　　　（夜☎㉓2190）
　 　 ４日～10日	 ㈱出口組　　　☎㉖2105
	 　　　（夜・休☎㉖2165）
　 　 11日～17日	 ㈱九水　　　　☎㉕5773
	 　　　（夜・休☎㉒6603）
　 　 18日～24日	 中川水道㈲　　☎㉕2706
　 　 25日～31日	 ㈱岩野建設　　☎㉓3302
	 　　　（夜・休☎㉔3538）
８ 月 １ 日 ～ ７ 日	 中村設備　　　☎㉒3013

山川地域		
７月	 ㈱常盤建設　　☎㉟0872
８月	 ㈱蔵薗組　　　☎㉟2231

開聞地域
７月	 ㈲東興建設工業☎㉜2236
８月	 永吉建設㈱　　☎㉜3181

総人口　44,122 人　 �� ���（− 23）
　男　　19,984 人　 ������ （−  3）
　女　　24,138 人　 �� ���（− 20）
世帯数　19,174 戸　 �� ���（− 13）

６月１日現在 前月比

人 の う ご き

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

 

主な記事
　Ｐ２……………フラフェスティバル
　Ｐ３……………山川みなと祭り
　Ｐ４～Ｐ５……各種健（検）診日程
　Ｐ６……………保険証の切り替え
　Ｐ７……………東日本大震災被災地への支援
　Ｐ８……………知林ヶ島砂州情報
　Ｐ10～Ｐ11……ふるさと納税の状況
　Ｐ12……………アナログテレビ放送終了
　Ｐ13……………平成23年度地籍調査区域
　Ｐ14……………ＬＯＶＥいぶすき新製法
　Ｐ16～Ｐ19……まちの話題
　Ｐ20～Ｐ25……情報掲示板
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アロハのまち・指宿を印象付ける「いぶすきフラフェスティ
バル」が、5月���������������������20�������������������日〜�����������������22���������������日に市民会館で開催されました。
８回目の今年は、全国から延べ2�������������,������������648人の愛好家らが参加
し、南国ムードいっぱいの踊りを披露しました。

華やかに、艶やかに
第８回 いぶすきフラフェスティバル

珍しい男性だけのフラグループ30人を超える市民グループのフラ

街角フラで元気に踊る丹波キッズ

指宿商業高校の生徒たち会場を明るくする華やかな衣装

約600人が参加した踊り連

かわいい踊りに会場から大きな拍手

熱戦を繰り広げたかつお節削り競争

港周辺を案内するちびっ子ガイドがデビュー

子どもみこしも祭りを盛り上げる

郷土芸能「琉球傘踊り」も披露

2,000人に茶ぶしのサービス

上手に踊れてる？

ずぶぬれになりながら魚を捕まえる

前夜祭を彩った約 2,000 発の花火（４日）

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

第78回

６
月
５
日
、
航
海
の
安
全
と
大
漁
祈
願
、
港
の
繁
栄
な
ど
の
願
い
を
込
め
た
「
山
川
み
な

と
祭
り
」
が
、
山
川
港
水
揚
げ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
口
蹄て

い

疫
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
祭
り
は
、
22
団
体
・
約
６
０
０
人
が
参
加

し
た
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
郷
土
芸
能
や
小
学
生
ら
の
合
唱
な
ど
の
演
芸
会
、
活
魚
の
つ

か
み
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
雨
の
中
訪
れ
た
多
く
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

山
川
み
な
と
祭
り
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早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
健
康
維
持

各
種
健（
検
）診
が
始
ま
り
ま
す

市
で
は
、
７
月
か
ら
11
月
ま
で
、
地
区
ご
と
に
検
診
月
を
指
定

し
て
「
健
康
診
査
」、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」、「
乳
が
ん
検
診
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
へ
は
、
実
施
月
ご
と
に

市
政
事
務
嘱
託
員
等
を
通
じ
て
受

診
券
や
受
診
票
を
配
布
し
ま
す
。

実
施
月
に
受
診
券
等
が
届
か
な
か

っ
た
人
や
不
明
な
点
が
あ
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

や
脳
卒
中
の
予
防
の
た
め
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
／
食
べ
過
ぎ
や
運
動

不
足
な
ど
で
腹
回
り
に
脂
肪
が
た

ま
り
、
高
血
糖
や
脂
質
異
常
な
ど
、

動
脈
硬
化
を
起
こ
す
危
険
性
が
い

く
つ
も
重
な
っ
て
い
る
状
態
）
に

着
目
し
た
新
し
い
形
の
健
康
診
査

（
健
診
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
保
険
者
（
保
険

証
の
発
行
者
）
が
実
施
し
て
お
り
、

市
が
実
施
す
る
健
診
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
を
持
つ
人
と
、

生
活
保
護
の
人
で
す
。

　

市
の
健
診
は
、
年
齢
な
ど
に
よ

り
「
特
定
健
診
」、「
長
寿
健
診
」、

「
一
般
健
診
」
に
分
類
し
て
い
ま

す
が
、
検
査
内
容
は
同
じ
で
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
な
ど
の
加
入

者
等
の
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る

保
険
者
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

健　診　名 特　　定 長　　寿 一　　般

対 象 者

受診日に国民健康保険に
加入している40〜74歳の
人

受診日において75歳以上
の人と、65〜74歳で後期
高齢者医療保険証を交付
されている人

平成24年３月31日現在
で、40歳以上の生活保護
を受けている人

主 な 検 査 項 目
服薬歴や喫煙習慣、自覚症状や他覚症状の有無などの問診
身長、体重、腹囲、血圧、肝機能、血中脂質、血糖、尿などの検査

自 己 負 担 額

1,300円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○H24.3.31現在で65歳以上の人　
　○市民税非課税世帯の人　
　○生活保護を受けている人

実 施 医 療 機 関 受診券に記載してある市内指定医療機関

（特定・長寿・一般）健康診査

乳がん検診

肝炎ウイルス検診

対 象 者

○H24.３.31現在で40歳の人
○平成14〜22年度中に、Ｂ型・Ｃ型の両方の検査を受けていない41歳以上の人
※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者、生活保護を受けている人については、健康診査の受診
券に記載してあります。

※社会保険や共済等の加入者、またはその家族のうち、H24.３.31現在で40歳の人については、１月に
受診票を発送します（検診月は１月です）。

※社会保険や共済等の加入者、またはその家族のうち、受診を希望する41歳以上の人は、１月の検診月
までに問い合わせ先に連絡してください。

自己負担額

1,000円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○H24.３.31現在で70歳以上の人　○H24.３.31現在で40・45・50・55・60・65歳の人
　○H24.３.31現在で65〜69歳の後期高齢者医療保険証の交付を受けている人
　○市民税非課税世帯の人　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券・受診票に記載してある市内指定医療機関

対 象 者

○H24.３.31現在で40歳以上の女性のうち、昨年受診していな
い人

※乳がん検診は隔年受診のため、今年受診した人は来年受診す
ることができません。

※「乳がん検診無料クーポン券」が届いている人には、受診票
は発送されません。

※開聞地域の人で、今年度の集団検診で乳がん検診を受診した
人には、受診票は発送されません。

自己負担額

40〜49歳　2,000円
（視診、触診、マンモグラフィ検査２方向撮影）
50歳以上　1,500円
（視診、触診、マンモグラフィ検査１方向撮影）
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
○H24.3.31現在で70歳以上の人
○H24.3.31現在で65〜69歳の後期高齢者医療保険証の交付
　を受けている人
○市民税非課税世帯の人　○生活保護を受けている人

実施医療機関 生駒外科医院、指宿鮫島病院、田畑クリニック

指宿地域 山川地域 開聞地域

７月
湯之里、大牟礼西、大牟礼中、大牟礼東、
潟口、潟山、湊上、湊中、湊南、湊北、
下門、石嶺

鰻区、小川区、岡児ヶ水区、尾下区 苙口、玉井、中組、東開聞、西開聞

８月 北十町、南十町、弥次ヶ湯、田良、
南迫田、柳田、高野原、池崎、堀切園 大山区、浜児ヶ水区、利永区 松原田、脇、塩屋、入野

９月
道下、道下上、道下東、大園原、中川、
大当、宮ヶ浜、宮之前、垂門、狩集、
臼山、水迫、永嶺、十石、外城市、
田之畑、道上、中福良

10月
迫南、迫中、迫北、摺ヶ浜南、摺ヶ浜中、
摺ヶ浜北、中小路、小田、片野田、丈六、
向吉、下里、国立病院、大渡、仮屋、
大迫、中浜、新永吉

福元区、成川区 物袋、上手、加治、田中、下吉、谷村

11月 魚見校区、今和泉校区、久保、二月田、
宮、玉利、木之下、温湯 町区

荒田、西元、上野東、上野中、上野西、
坂下、川尻東、松原、鎮守、川尻中、
蛭子、川尻西、川尻上、川尻北

12月 全地区（指定月に受診できなかった人）

女性は特に
ご注意を!

〜悪質なイタズラ電話〜

（特定・長寿・一般）健康診査・肝炎ウイルス検診・乳がん検診の受診券等の発送月

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た

健
康
診
査

例年、検診等が始まると保健セン
ターや保健所を名乗り、電話で問
診をするなど悪質なイタズラ電話
の苦情が寄せられます。
保健センターや保健所では、直接
電話で問診をとるようなことはあ
りません。そのような場合は、即
答せずに一度電話を切り、問い合
わせ先に連絡してください。
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保
険
証
の
切
り
替
え
方
法

■
普
通
郵
便
で
送
付

　

新
し
い
保
険
証
は
、
普
通
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。
住
民
票
と
異
な

る
住
所
へ
の
送
付
を
希
望
す
る
人

や
簡
易
書
留
（
書
留
料
自
己
負
担
）

で
の
送
付
を
希
望
す
る
人
は
、
早

め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
を
希
望
し
な
い
場
合

○
国
保
窓
口
で
の
切
り
替
え
期
間

　

７
月
11
日（
月
）〜
15
日（
金
）

○
持
参
す
る
も
の

切
り
替
え
る
保
険
証

印
鑑
（
認
印
）

※
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

依
頼
人
の
保
険
証
と
代
理
人
の

身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
け
取
り
窓
口

【
指
宿
地
域
】
指
宿
庁
舎
健
康

増
進
課
健
康
保
険
係

【
山
川
・
開
聞
地
域
】
居
住
地

域
の
支
所
（
庁
舎
）
市
民
福
祉

課
健
康
福
祉
係

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

有
効
期
限
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
。
有
効
期
限
満
了
が
近
づ

い
た
際
に
、
あ
ら
た
め
て
切
り

替
え
手
続
き
に
つ
い
て
通
知
し

ま
す
。

○
65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
お

よ
び
そ
の
被
扶
養
者
（
65
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
か
ら
一
般
被
保

険
者
に
移
行
す
る
た
め
）

○
70
歳
に
な
る
人
（
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
高
齢
受
給
者
証

の
対
象
者
と
な
る
た
め
）

○
75
歳
に
な
る
人
（
75
歳
の
誕
生

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
た
め
）

古
い
保
険
証
に
つ
い
て

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、

各
自
で
確
実
に
処
分
す
る
か
国
保

窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
保
険
証

　

修
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合
は
、
国
保
窓
口
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

保
険
税
・
保
険
料
が
未
納
の
場
合

　

国
保
税
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
未
納
の
場
合
は
、
居

住
地
域
の
市
役
所
庁
舎
の
税
務
課

窓
口
で
納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
後
、
国
保
窓
口
で
の
切

り
替
え
に
な
り
ま
す
。

■
短
期
保
険
証

　

保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
期
間

が
あ
る
と
、
１
カ
月
の
短
期
保
険

証
に
な
り
ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
証
明
書

　

未
納
期
間
が
１
年
を
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
資
格
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
証
明

書
は
、
国
保
の
資
格
が
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
医

療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
切
り
替
え

　

現
在
使
用
し
て
い
る
限
度
額
適

用
認
定
証
や
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

は
、
今
月
末
日
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
必
要
な
人
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
認
定
は
、
手
続
き

を
し
た
月
の
１
日
か
ら
有
効
で
す
。

国
保
窓
口
で
８
月
１
日
以
降
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
限
度
額
適
用
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
人
に
は
、
新
し
い
認
定

証
を
保
険
証
と
併
せ
て
送
付
し

ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

　

保
険
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

臓
器
提
供
に
関
す
る
自
分
の
意
思

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
欄
へ
の
記
入
は
自
由
で
す
。

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

　

指
宿
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
市
外
へ
の
引
っ
越
し
や

他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
で

指
宿
市
の
国
保
の
資
格
を
喪
失
し

た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
指
宿
市

の
国
保
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
証
な

ど
が
交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

指
宿
市
の
国
保
は
使
え
ま
せ
ん
。

通
院
や
治
療
中
な
ど
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
使
え
な
く
な
っ
た
指
宿

市
の
健
康
保
険
証
は
、
必
ず
市
に

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失

後
に
国
保
を
使
用
し
た
場
合
は
、

後
日
、
市
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

▲新・国民健康保険被保険者証

▲新・後期高齢者医療被保険者証

皆
さ
ん
の
善
意

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

義
援
金
・
支
援
金

　

各
種
団
体
か
ら
市
お
よ
び
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
・
支
援
金

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
５
月
17
日

〜
６
月
10
日
受
付
分
を
掲
載
）。

①広報等による啓発活動
　キャンペーン期間中、市や関係団体の広報紙やホー
ムページ、ポスター等により、市民や観光客に「Ｓａ
ｖｅ１ いぶ好き」の行動目標をお知らせし、協力をお
願いします。

〜行動目標〜
○イベント、宴会、観光などの自粛ムードを払

ふっしょく

拭し、
積極的な経済活動で支援につなげよう。

○イベントや宴会を通じた支援もあります。宴会など
の利用額の一部を「Ｓａｖｅ１ ＢＯＸ」に入れよう。

○通常の消費活動で地元の元気を維持し、息の長い支
援にしよう。

指宿商工会議所、菜の花商工会、指宿市観光協会、指宿市 ７月１日(金)〜12月31日(土)

　３月11日に発生した東日本大震災は、地震と大津波により、東北地方を
中心に広範囲に未曾有の被害をもたらしました。また、福島第一原子力発
電所では、日本の原子力発電史上最悪の事故が発生し、依然危機的な状況
が続いています。
　今回の震災は、被害の甚大さやその地域が広域に及ぶことから、復旧・
復興には膨大な費用と時間が必要です。そのため、復旧・復興を支える１
つに、日本経済が活性化することが考えられます。
　しかし、今回の大震災の影響と被災地への配慮から、全国各地で祭りや
イベント、宴会等を自粛する動きがあり、これによる経済活動の停滞が懸
念されています。
　そこで、全国各地から多くの観光客が訪れる本市では、市民が被災地の
復旧・復興を地域の経済活動の中で支援していく「Ｓａⅴｅ１ いぶ好き」
キャンペーンを関係団体とともに実施します。
　皆さんのご協力をお願いするとともに、被災地の１日も早い復興をお祈
りします。

②支援募金活動
　キャンペーンに賛同していただける商工業者（飲食店・
商店・ホテル等）の事業所に支援募金箱「Ｓａｖｅ１ ＢＯ
Ｘ（写真参照）」を設置し、利用者に募金の協力をお願いし
ます。
　「Ｓａｖｅ１ ＢＯＸ」に寄せられた支援金は、ほかの支
援金と併せ、指宿産の農産物（オクラ・スイカ等）、水産加
工物（鰹節等）、その他特産品（山川漬等）を支援物資とし
て、被災地へ届けます。

問い合わせ先
　商工水産課商工運輸係　☎㉒2111（内線312）

東日本大震災被災地の復旧・復興を応援

〜被災地の人たちを地元消費活動で応援しよう〜
※Ｓａⅴｅ１は、利用料の一部や１％、１円・100円硬貨など、利用者の皆さんの志を意味しています。

「Ｓａⅴｅ１ いぶ好き」
キャンペーン

団　体　名 金額（円）
1 いぶすきマルシェ実行委員会 31,320 
2 ミル・フォア・メルシ 27,770 
3 市営唐船峡そうめん流し（募金箱） 14,132 
4 南指宿中学校 40,166 
5 こころ会 50,000 
6 いぶすき九条の会 8,852 
7 指宿浩然会病院職員一同 369,829 
8 社団法人指宿市観光協会理事・顧問一同 150,000 
9 槌橋保育園職員一同 100,000 
10 揖宿神社（募金箱） 28,258 
11 篤姫観光ガイド 17,000 

団　体　名 金額（円）
12 指宿商工会議所サービス部会 50,000 
13 山川みなと祭り奉賛会 47,709 
14 玉利公民館 18,702 
15 有限会社古里（募金箱） 2,702 
16 西指宿中学校生徒会 11,111 
17 指宿ライオンズクラブ 96,438 
18 市役所各庁舎（募金箱） 24,466 

※県市長会では市民１人当たり100円を目安に、
　県内19市で１億5,000万円の義援金を送ること
　とし、指宿市からは400万円を送っています。

実施内容

セ ー ブ ワン

実施団体 実施期間

「

国
民
健
康
保
険
証

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

　
　
　
　
　
　

の
切
り
替
え

　
　
　
　
　
　

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
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無謀な渡島はしない
　知林ヶ島周辺の海域は、潮の流れが速く複雑です。
また、砂州の両側は急に深くなっています。砂州の出
現がなかったり、不十分であったりする状態で渡るの
は非常に危険です。絶対にやめましょう。
当日の天候を見極めて
　砂州は、波の高さや風の強さなど、天候の変化に左
右されます。そのため、陸続きになっていても当日の
天候が悪い場合は、島に渡るのはやめましょう。
干潮時刻を過ぎたら慎重に
　干潮時刻を過ぎると潮はどんどん満ち、砂州は急速
になくなっていきます。干潮時を過ぎてから島に渡る
のは控えましょう。
台風が過ぎた後は渡らない
　台風は、大量の砂を洗い流してしまうことがありま
す。台風が過ぎた後は、砂州が出現しにくくなるので、
島に渡るのはやめましょう。

その他
○子どもが渡る場合には、必ず保護者同伴で渡りまし
　ょう。
○知林ヶ島には水やトイレがありません。飲み物を持

参し、トイレを済ませてから渡島しましょう。
○けがや虫よけ、日焼けなどに気を付けましょう。
○万一、島に取り残された場合は、以下に連絡してく

ださい。有償で対応します。
　・指宿漁業協同組合　☎㉒2236
　・海上タクシー　　　☎090-5739-1552

問い合わせ先
　観光課観光交流係　☎㉒ 2111（内線 325）
※砂州情報は、携帯電話やパソコン
　からも確認できます。
　（市ホームページ）http://www.city.
　ibusuki.lg.jp/chirin/main.htm

知林ヶ島で
  自然と遊ぼう！
知林ヶ島は、錦江湾に浮かぶ美しい無人島。大潮や中潮時には砂の道
（砂州）が出現し、島に歩いて渡ることができます。島内は遊歩道が整
備され、展望台やチリンズベル（知林ヶ島の鐘）が設置されています。
この夏、家族や友人たちと知林ヶ島へ出掛けてみませんか。
知林ヶ島ガイドが販売する「渡島証明書」（100円）も好評です。

日　　付 干潮時刻 潮汐 出現予想時間 出現し続ける時間 日　　付 干潮時刻 潮汐 出現予想時間 出現し続ける時間
７月20日（水） 16：10 中潮 14：55～17：20 ２：25 ８月13日（土） 13：08 大潮 11：10～14：55 ３：45

21日（木） 16：40 中潮 15：55～17：20 １：25 14日（日） 13：41 大潮 11：50～15：25 ３：35
22日（金）

～25日（月） 出現しません 15日（月） 14：11 大潮 12：30～15：50 ３：20
16日（火） 14：41 大潮 13：10～16：05 ２：55

26日（火） ９：52 若潮 ８：40～11：00 ２：20 17日（水） 15：08 中潮 13：55～16：15 ２：20
27日（水） 10：50 中潮 ９：05～12：25 ３：20 18日（木） 15：35 中潮 14：50～16：20 １：30
28日（木） 11：38 中潮 ９：30～13：30 ４：00 19日（金）

～23日（火） 出現しません29日（金） 12：22 大潮 10：05～14：25 ４：20
30日（土） 13：03 大潮 10：40～15：15 ４：35 24日（水） ９：14 長潮 ８：35～９：45 １：10
31日（日） 13：44 大潮 11：25～15：55 ４：30 25日（木） 10：23 若潮 ９：00～11：35 ２：35

８月１日（月） 14：23 大潮 12：10～16：30 ４：20 26日（金） 11：15 中潮 ９：25～12：50 ３：25
２日（火） 15：03 中潮 13：00～17：00 ４：00 27日（土） 12：00 中潮 10：00～13：50 ３：50
３日（水） 15：41 中潮 13：55～17：20 ３：25 28日（日） 12：42 大潮 10：35～14：35 ４：00
４日（木） 16：21 中潮 15：05～17：30 ２：25 29日（月） 13：22 大潮 11：20～15：15 ３：55
５日（金）

～７日（日） 出現しません 30日（火） 14：02 大潮 12：10～15：45 ３：35
31日（水） 14：40 中潮 13：05～16：10 ３：05

８日（月） ８：17 小潮 ７：10～９：30 ２：20
９日（火） ９：51 長潮 ８：20～11：15 ２：55
10日（水） 10：59 若潮 ９：10～12：35 ３：25
11日（木） 11：50 中潮 ９：50～13：35 ３：45
12日（金） 12：32 中潮 10：30～14：20 ３：50

※島へ渡るには、片道20分程度かかります。　
　また、砂州は気象の影響を受けやすく、この時間帯どおりに
　は出現しないこともあります。

夏休み期間中の砂州出現予想時刻

《知林ヶ島憲章》
１ 自然の摂理を理解し 安全に砂州を渡る
２ ごみは捨てず すべて持ち帰る
３ 動植物は採らない また持ち込まない
４ 島内では禁煙・火気厳禁とする
５ 遊歩道をはずれて むやみに歩かない
６ 渡島記念の落書きをしない

もうすぐ夏休み

注意事項

い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ

　

指
宿
は
、
美
し
い
景
観
や
豊
富

な
農
産
物
、
世
界
で
も
珍
し
い
砂

む
し
温
泉
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
魅

力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
を
、
全
国
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
「
い
ぶ
す
き
菜

の
花
レ
デ
ィ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

支
度
金

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
に
は
、
支

度
金
１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

賞
金入

選
者
（
３
人
）
に
５
万
円
、

ま
た
、
入
選
者
の
紹
介
者
へ
も

１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
等

８
月
下
旬
（
28
日
を
予
定
）
に

私
服
に
よ
る
審
査
会
を
行
い
、

10
月
の
「
指
宿
温
泉
祭
」
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
近
郊
に
在
住
す
る
18
歳
以
上

（
高
校
生
不
可
）
の
健
康
で
明

る
い
女
性
で
、
約
１
年
間
積
極

的
に
活
動
で
き
る
人
。

※
１
日
の
出
務
ご
と
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
最
近
撮
影
し
た
全

身
と
上
半
身
の
サ
ー
ビ
ス
版
写

真
を
１
枚
ず
つ
添
え
て
、
直
接

持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る
際
は
、
締

切
日
ま
で
に
写
真
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
書
設
置
場
所

○
市
観
光
課

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

○
市
観
光
協
会

○
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
構
内
観
光
案
内
所

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
内
観
光

案
内
所

応
募
締
切
日

　

８
月
22
日（
月
）※
予
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
０
５

　

指
宿
市
湊
二
丁
目
５

−

33

　

指
宿
市
観
光
協
会　
　

　

☎
㉒
３
２
５
２　

　

FＡX
㉒
３
８
８
４

募 集
全
国
で
指
宿
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

「
い
ぶ
す
き
花
の
女
王
」
か
ら
「
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
」
に

名
称
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
と
観
光
特
急
「
指
宿
の

た
ま
て
箱
」
の
運
行
開
始
に
伴
い
、

列
車
を
利
用
し
て
指
宿
を
訪
れ
る

観
光
客
を
多
く
見
掛
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

列
車
で
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客

が
心
配
す
る
こ
と
の
１
つ
に
、
駅

か
ら
の
交
通
手
段
（
２
次
交
通
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に

と
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ

ー
、
鉄
道
、
バ
ス
は
、
重
要
な
観

光
交
通
手
段
で
す
。
全
国
の
観
光

地
で
は
、
２
次
交
通
の
確
保
や
整

備
が
、
グ
ル
メ
等
と
と
も
に
観
光

客
誘
致
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
観
光
地
の
周
遊
に

便
利
な
バ
ス
と
し
て
、
鹿
児
島
交

通
㈱
が
運
行
す
る
「
の
っ
た
り
・

お
り
た
り
マ
イ
プ
ラ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
バ
ス
は
、
唐
船
峡
や

池
田
湖
、
長
崎
鼻
な
ど
の
観
光
地

を
約
45
分
間
隔
で
周
回
し
て
い
ま

す
。
一
日
乗
車
券
（
大
人
千
円
）

を
購
入
す
る
と
乗
り
降
り
自
由
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地
を
巡
る
こ
と

が
で
き
る
大
変
便
利
な
バ
ス
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
バ
ス
も
利
用
者

が
少
な
い
と
、
便
数
の
縮
小
や
廃

線
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
市
内
外
で
の
周
知
や
市
民

に
よ
る
利
用
促
進
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
観
光
地
だ
け
で

は
な
く
、
市
役
所
各
庁
舎
前
や
バ

ス
路
線
上
の
各
停
留
所
に
も
停
車

し
ま
す
。
市
内
を
周
回
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
て
、
買
い
物
な
ど

で
出
掛
け
る
際
に
も
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
企
画
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

「
の
っ
た
り
・
お
り
た
り

　
　
　
マ
イ
プ
ラ
ン
」の
ご
利
用
を
！

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
②

観
光
シ
リ
ー
ズ
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活
用
額　

３
，７
０
０
，０
０
０
円

活
用
事
業　

教
育
の
推
進
に
関
す
る
事
業

活
用
目
的　

市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

に
お
け
る
必
要
な
教
育
教
材
（
図
書
含

む
）
の
購
入
費
に
充
て
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
・
体
力
・
心
力
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
美
し
い
自
然
・
環
境
の
保

全
に
関
す
る
事
業
、
健
康
・
福
祉
の
増
進

に
関
す
る
事
業
、
人
材
育
成
お
よ
び
文
化
・

教
育
の
推
進
に
関
す
る
事
業
に
「
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
」
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

活
用
額　

３
，８
６
３
，０
０
０
円

活
用
目
的

○
ウ
ミ
ガ
メ
ふ
化
場
建
設
材
料
費

○
血
圧
計
購
入
費

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
交
換
用
パ
ッ
ド
購
入
費

○
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
カ

プ
セ
ル
展
示

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
指
宿
庁
舎　

☎
㉒
２
１
１
１

○
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

財
政
課
財
産
契
約
係
（
内
線
１
４
３
）

○
税
制
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
２
１
）

　

本
市
に
対
す
る
平
成
22
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
43
人
の
方
々
か
ら

総
額
６
，９
７
４
，４
０
４
円
の
寄
附
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
は
、「
指

宿
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て

ら
れ
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
気

持
ち
に
応
え
る
べ
く
、
市
が
目
指
す
「
豊

か
な
資
源
が
織
り
な
す　

食
と
健
康
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
支
え
て
く
だ
さ
る
温
か
い

気
持
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
「
応
援
し
た
い
」、「
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
、
寄
附
と
い
う
形
に
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
制
度
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
市
外
に
住
む
家
族
や
親
戚せ

き

、
友
人
、
知
人
に
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

へ
の
応
援

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふるさと納税とは
　「ふるさと納税制度」は、都市と地方の税
収格差を是正する方策として地方税法の改正
が行われ、寄附金控除が大幅に見直されたこ
とにより創設された制度です。出身地や応援
したい自治体に寄附すれば、所得税にあって
は2,000円を超える金額、個人住民税にあっ
ては5,000円を超える金額について、一定額
を上限（所得や家族構成、寄附金額などに応
じて変動）に居住地の市区町村の住民税と所
得税が減税される優遇措置が受けられます。
「ふるさと納税」は税金ではなく、あくまで
も寄附金です。結果的に個人住民税等の一
部をふるさとに納付した形になることから、
「ふるさと納税」と呼ばれています。

平成22年度ふるさと納税の概要
寄附金総額：6,974,404円

平
成
23
年
度
に
実
施
す
る

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
活
用
事
業

平
成
22
年
度
に
活
用
し
た

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
活
用
事
業

寄
附
金
の
寄
附
状
況
報
告

寄附金の流れ
　県では、「かごしま応援寄附金募集推進協議会」が
寄附金の受付窓口になっています。寄附の際に指宿
市を指定すると、寄附金の４割が県に、６割が指宿
市にそれぞれ入ることになります。
　また、寄附制度であることから、希望により直接、
指宿市に寄附することも可能です。その場合、全額
が市の施策に活用されることになります。

これまで指宿市にふるさと納税をしてくださった方々（敬称略）

寄附金優遇税制について
　市区町村および都道府県に寄附した場合、税制上の優遇措
置を受けられます。優遇措置を受けるには、確定申告が必要
となります。寄附の領収書等は大事に保管してください。

所得税の優遇措置
　所得税減税額＝（寄附金※1−2,000円）×所得税率※2

　※１　１月から12月までの１年間の寄附合計額。
　　　　総所得金額等の40%が上限です。
　※２　所得税の税率

課税される所得金額  税率（%）
  195万円以下 ５
  195万円超〜  330万円以下 10
  330万円超〜  695万円以下 20
  695万円超〜  900万円以下 23
  900万円超〜1,800万円以下 33
1,800万円超 40

住民税の優遇措置
　住民税減税額※3＝①＋②※4

　　①＝（寄附額−5,000円）×10%
　　②＝（寄附額−5,000円）×（90%−所得税率）
　　※３　総所得金額等の30%が上限です。
　　※４　住民税所得割額の10%が上限です。

優遇措置を受けるには確定申告が必要です
所得税の優遇
①源泉徴収の場合

確定申告をすることで、源泉徴収された所得税のうち、控
除後の所得税額より多い分が後日、税務署から還付されま
す。

②申告納税の場合
寄附金控除額分だけが課税所得が少なくなりますので、そ
の結果、その年に支払う所得税額が少なくなります。

住民税の優遇
確定申告することで、寄附した翌年度の住民税が少なくな
ります。市区町村からの還付はありません。

※毎年12月までに払い込まれた寄附が、翌年の確定申告等の
対象となります。

1 山中　洋（北海道）
2 西中川　元（福島県）
3 下川　幹男（千葉県）
4 前田　美鶴（千葉県）
5 松下　信隆（千葉県）
6 大牟礼　康文（千葉県）
7 下吉　博孝（東京都）
8 岩尾　崇（東京都）
9 中村　末廣（東京都）
10 若山　伸一郎（東京都）
11 小園　文典（東京都）
12 川畑　智晃（東京都）
13 神山　太郎（東京都）
14 中園　強（東京都）
15 野田　恵子（東京都）
16 下吹越　一孝（東京都）
17 岡﨑　金造（東京都）
18 今村　光雄（東京都）
19 前田　幹郎（埼玉県）
20 田中　武之（埼玉県）
21 長野　洋子（埼玉県）
22 大小田　学（神奈川県）
23 小園　雅孝（神奈川県）

24 下髙原　豊（神奈川県）
25 向吉　弘（神奈川県）
26 澤口　範行（神奈川県）
27 諏訪園　信行（神奈川県）
28 今村　善雄（滋賀県）
29 上玉利　陽一（三重県）
30 山下　友治（岐阜県）
31 樋渡　保秋（石川県）
32 佐藤　美子（愛知県）
33 大保　幸雄（愛知県）
34 下川　光雄（愛知県）
35 本田　慎一（愛知県）
36 上温湯　隆（愛知県）
37 髙﨑　忠勝（愛知県）
38 西村　時義（愛知県）
39 中村　俊一（愛知県）
40 中村　祐一（愛知県）
41 野元　啓一（愛知県）
42 徳田　廣隆（愛知県）
43 四元　久美（愛知県）
44 下高原　誠（大阪府）
45 迫田　博美（大阪府）
46 迫田　惠子（大阪府）

47 福永　政治（大阪府）
48 黒岩　功（大阪府）
49 帖佐　守（大阪府）
50 木下　守（大阪府）
51 福永　和夫（大阪府）
52 秀野　ひろ子（大阪府）
53 林　善一（大阪府）
54 迫　徳行（大阪府）
55 下川　検事（兵庫県）
56 上野　至大（兵庫県）
57 葛西　和美（兵庫県）
58 西中川　保明（岡山県）
59 水田　修（岡山県）
60 田淵　幸内（岡山県）
61 鮫島　紘（福岡県）
62 小山　一民（福岡県）
63 内薗　辰郎（福岡県）
64 山口　雅弘（福岡県）
65 上野　キクエ（鹿児島県）
66 上野　正佐代（鹿児島県）
67 宮元　眞弓（鹿児島県）
68 有限会社童里夢（鹿児島県）

他匿名　10人

⑨
住
民
税
の
税
額
控
除
（
控
除
後
の
税
額
で
翌
年
度
の
住
民
税
が
課
税

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
へ
連
絡

③
寄
附
申
込
書
（
郵
便
・
メ
ー
ル
等
）

⑤
寄
附
の
払
い
込
み

⑦
確
定
申
告(

寄
附
受
領
書
等
を
添
付)

⑧
所
得
税
の
還
付
等

鹿児島県・指宿市

連絡

※鹿児島県への寄附金は
　4割･･･県の施策に活用
　6割･･･市町村の施策に活用

※指宿市への寄附金は
　全額、指宿市の施策に活用

住所地の
税務署

住所地の
市区町村

②
申
込
書
の
入
手

④
案
内
状
（
納
付
書
等
を
同
封
）

⑥
寄
附
受
領
書
・
お
礼
状
等

寄附者

寄　附　額 県を通じた寄附 市に直接寄附 計
１万円未満 ２ １ ３
１万円～３万円未満 ５ ９ 14
３万円～５万円未満 ４ ２ ６
５万円～10万円未満 １ ３ ４
10万円～30万円未満 ５ ３ ８
30万円～50万円未満 ２ １ ３
50万円～100万円未満 １ １ ２
100万円以上 １ ２ ３

計 21 22 43

寄附額別件数 （単位：人）

ふるさと納税

（�������������平成23年５月31日現在�）

「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
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平
成
23
年
度
の
地
籍
調
査
区
域
が
、
コ

ー
プ
か
ご
し
ま
〜
十
二
町
交
差
点
の
Ｊ
Ｒ

鉄
道
線
路
よ
り
西
の
地
域
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

市
で
は
毎
年
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
十
町
・
十
二
町
・
湯

の
浜
・
大
牟
礼
・
東
方
・
西
方
地
区
に
お

け
る
主
に
住
宅
密
集
地
域
と
、
一
部
の
山

林
地
域
に
お
い
て
、
ま
だ
調
査
が
終
わ
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
調
査
が
終
わ

っ
て
い
な
い
区
域
の
地
図
は
、
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し

も
現
状
と
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
地
籍
調
査
で
は
土
地
所
有
者

や
代
理
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
土
地
一

筆
ご
と
に
お
け
る
所
有
者
や
地
番
、
地
目
、

境
界
、
面
積
を
正
確
に
調
査
・
測
量
し
て

い
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
登
記
所
に
送
付
さ
れ
、
調

査
し
た
現
状
ど
お
り
に
登
記
簿
と
地
図
が

書
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
や
代
理
人
、

地
籍
調
査
推
進
員
の
協
力
に
よ
り
、
作
業

は
順
調
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
籍
調
査
に
つ
い
て
も
、
円

滑
に
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
区
域
内
に

お
け
る
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
監
理
課
地
籍
調
査
係

  

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

地
籍
調
査
区
域
が
�
�
決定
　

　
　
　

コ
ー
プ
か
ご
し
ま
〜
十
二
町
交
差
点
の

　
　
　

Ｊ
Ｒ
鉄
道
線
路
よ
り
西
の
地
域

地デ ジ の 準 備
お済みですか？
　平成23年７月24日、テレビのアナログ放送が終了し、地上デジタル放送
へ移行されます。地上デジタル放送を視聴するためには、新たに地上デジ
タル放送対応テレビに買い換えるか、現在利用中のアナログテレビにデジ
タルチューナーなどを取り付ける必要があります。
　これらの対策をしても、電波の障害等により地上デジタル放送を受信で
きず、新たな対策が必要な場合もあります。急いで「地デジ」対策を済ま
せて、地上デジタル放送が視聴できるか確認してください。

アナログテレビ放送は
７月24日に終了します！

☎099-833-2020

　国は、経済的な理由で地上デジタル放送がまだ視聴できない世帯に
対して、簡易な地上デジタル放送対応チューナーの無償給付などの支
援を行っています。
　⑴ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯（次に該当する世帯）
　　○生活保護などの公的扶助を受けている世帯 
　　○障害者がいる世帯で、かつ世帯全員が市民税の非課税世帯
　　○社会福祉事業施設に入所されている世帯
　⑵世帯全員が市民税の非課税となっている世帯（⑴を除く）

問い合わせ先 市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線127）　

■場所　指宿市役所（指宿庁舎）１階ロビー

■期間　8月26日（金）まで（土・日・祝日を除く）

■時間　9：00〜17：00

問い合わせ先（臨時）　☎㉒2111（内線128）　

指宿市役所（指宿庁舎）でも
臨時相談コーナーを開設中

地上デジタル放送受信のための支援

待ったな
し！

困ったときは

指宿庁舎内に設置中の臨時相談コーナー

未調査区

未調査区

未調査区

未調査区

未
調
査
区

国道226号

JR指宿枕崎線

平成23年度　地籍調査区域図

上ノ原

堂ノ後

柳田

外村

中原

中園下

溝尻

永吉

吉田

坂原

南ノ前

坂瀬ノ上

明神ノ後

明神山
柴山

福永

高田

福元
坂原前

坂瀬畑

下川路ノ前

川路
　ノ下

金竹ノ上

県道
指宿停車場線

後原

下高原
中村

下川路

大西

大西ノ前

西ノ後

高原下

柳田下

水溜ノ上

敷領前

赤塚

下原

道ノ下

柳村

平成22年度調査区

弥次ヶ湯団地

コープかごしま

旧合庁

南指宿中学校

五反田

調査区域
大字 十二町の一部

N

柳田尻

十二町交差点
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　ＭＡＩＥＮＺＡは、ＬＯＶＥいぶすきと効果や材料
は同じですが、分量が異なり、24時間で完成します
（ＬＯＶＥいぶすきは１週間の保温が必要）。

準備するもの（２ℓ用）
Ⓐ納豆１粒（ヌメリだけでも良い）　
Ⓑドライイースト10ｇ
Ⓒヨーグルト（無糖）100ｇ
Ⓓ砂糖（三温糖など）60ｇ
Ⓔ温水（42℃程度）1ℓ

作るときの注意点
○雑菌が混入しないようにする。
○培養の際は、発酵したガスでペットボトルが爆発す

る危険性があるため、ペットボトルのキャップを緩
めておく。

○培養中は、ペットボトルを絶対に振らない。

作り方
１　Ⓐ〜Ⓔを、じょうごなど

を使って２ℓペットボトル
に入れ、よく振って混ぜる。
発酵すると泡が出て吹きこ
ぼれるので、水量はペット
ボトルの半分に。

２　ペットボトルにプチプチ
シート（緩衝材）などで覆

　って保温する。
３　24時間後、酸っぱくなっ

ていれば大丈夫。最後に、
水を足して２ℓにすれば完
成。

報
恩

謝
徳

　

児
童
文
学
者
、
石
井
桃
子
さ
ん

の
代
表
作
に
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に

乗
る
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
、

子
ど
も
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら

な
い
白
い
ひ
げ
の
お
じ
い
さ
ん
が

出
て
き
ま
す
。
い
つ
も
雲
に
乗
っ

て
い
る
こ
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
潮

に
流
さ
れ
て
お
ぼ
れ
か
け
て
い
る

親
子
を
見
つ
け
、
雲
ご
と
海
面
に

急
降
下
し
、
熊く

ま
で手

で
親
子
を
流
れ

の
穏
や
か
な
所
に
引
き
寄
せ
助
け

る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

幼
い
子
ど
も
た
ち
の
命
も
奪
わ
れ

ま
し
た
。
白
い
ひ
げ
の
お
じ
い
さ

ん
に
助
け
を
求
め
る
子
ど
も
の
姿

が
浮
か
び
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

さ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
心
理
学

者
ル
ビ
ン
の
有
名
な
絵
に
「
ル
ビ

ン
の
壷つ

ぼ

」
が
あ
り
ま
す
。
白
黒
だ

け
の
簡
単
な
絵
は
、
白
い
部
分
を

じ
っ
と
見
つ
め
る
と
優
勝
カ
ッ
プ

の
よ
う
に
見
え
、
黒
い
部
分
に
注

目
す
る
と
向
き
合
う
２
人
の
横
顔

に
見
え
ま
す
。
焦
点
を
ど
こ
に
合

わ
せ
る
か
で
、
見
え
る
も
の
が
異

な
る
不
思
議
な
絵
で
す
。
ま
た
、

サ
ン
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
「
星
の
王

子
さ
ま
」
で
は
、
キ
ツ
ネ
が
王
子

に
「
肝
心
な
こ
と
は
目
に
見
え
な

い
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
見
た
く
な
い
も
の

か
ら
目
を
背
け
よ
う
と
す
る
性
向

が
あ
り
、
自
分
に
都
合
の
悪
い
真

実
ほ
ど
見
た
く
な
い
も
の
で
す
。

　

共
同
体
意
識
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

「
私
（
た
ち
）
さ
え
良
け
れ
ば
い

い
」
と
い
う
自
己
中
心
主
義
が
目

立
つ
昨
今
で
す
。

　

「
こ
の
ゴ
ミ
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
！
分
別
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

　

張
り
紙
を
さ
れ
た
ご
み
袋
が
、

も
う
２
週
間
も
収
集
場
に
置
か
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
私
」

と
「
公
」、焦
点
を
ど
こ
に
合
わ
せ

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

東
日
本
大
震
災
に
想お

も

う

～
「
私
」
と「
公
」の
焦
点
～「ルビンの壷」のイメージ

い
ぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）

62

　

南
迫
田
遺
跡
は
、
南
指
宿
中
学

校
の
山
手
側
に
あ
り
、
平
成
７
年

と
９
年
に
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事

業
に
関
連
し
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

調
査
地
点
の
横
に
は
南
北
に
延

び
る
市
道
が
あ
り
ま
す
が
、
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
市
道
と
ほ

ぼ
平
行
に
延
び
る
古
道
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
道
は
、
約
８
０
０
年
前
の
鎌

倉
時
代
か
ら
約
３
０
０
年
前
の
江

戸
時
代
中
ご
ろ
に
か
け
て
、
私
た

ち
の
先
祖
が
歩
い
た
道
で
す
。
少

な
く
と
も
12
回
は
作
り
変
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
古
道
は
、
山
手
側
か
ら
流

れ
て
く
る
土
砂
で
少
し
ず
つ
埋
も

れ
て
い
き
、
道
幅
が
狭
く
な
る
と

海
側
に
道
を
作
り
変
え
た
り
、
広

げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
鎌

倉
時
代
や
室
町
時
代
の
道
に
は
、

土
手
か
ら
大
き
な
石
や
い
ら
な
く

な
っ
た
茶
わ
ん
な
ど
を
投
げ
捨
て

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い

る
地
面
の
下
に
は
、
先
祖
が
歩
ん

で
き
た
歴
史
の
道
が
眠
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
指
宿
を
は
じ
め
鹿
児
島
湾

や
志
布
志
湾
、
奄
美
大
島
や
沖
永

良
部
島
で
採
集
さ
れ
た
貝
の
展
示

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

珍
し
い
貝
を
は
じ
め
、
９
０
８
種

１
，２
０
０
点
を
超
え
る
貝
標
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
宿
市
内
に
お
け
る
貝

殻
採
集
が
で
き
る
場
所
や
標
本
の

作
り
方
の
紹
介
を
は
じ
め
、
貝
殻

ア
ー
ト
作
品
や
か
わ
い
ら
し
い
貝

細
工
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
ど
こ
ろ
の
１
つ
と
し

て
、「
ヤ
ド
カ
リ
の
飼
育
展
示
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
で
作

っ
た
透
明
な
貝
殻
を
作
製
し
、
貝

殻
の
中
の
ヤ
ド
カ
リ
の
生
活
を
観

察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
透

明
な
貝
殻
を
ヤ
ド
カ
リ
は
気
に
入

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
会
場
に
は
、
市
内
の
幼

稚
園
・
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が

「
竜
宮
城
」
を
テ
ー
マ
に
描
い
た

絵
画
約
３
０
０
点
も
併
せ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
期
間　

８
月
31
日（
水
）ま
で

■
入
場
料　

無
料

展示されているオウムガイの貝殻

南
迫
田
遺
跡
（
そ
の
１
）

「
こ
の
夏　

ひ
ん
や
り
涼
し
い
貝

の
展
示
会　

い
ぶ
す
き
シ
ェ
ル
コ

レ
２
０
１
１
」
開
催
中

南迫田遺跡

これからの季節は作るのに最適！

ＬＯＶＥいぶすきを手軽に MAIENZA（マイエンザ）

　ＬＯＶＥいぶすきは、身近な食品に含まれる微生物を利用
した、環境浄化に効果のある液体です。
　さまざまな活用方法があり、悪臭除去や水質浄化など、地
域の環境浄化にも役立ちます。
　培養に適したこれからの季節は、ＬＯＶＥいぶすき作りに
最適です。家庭から環境浄化を始めてみませんか。　

消臭・汚れ落としに

LOVEいぶすき

使い方・効果の例
○水で10倍程度に薄めたものを噴霧器でかける
・流し台にかけると、ヌメリや油汚れが落ちます。
・トイレ使用後にかけると、尿石などの汚れを酵素が

徐々に分解します。
・流し台や生ごみ、トイレ、コンポストなどにかける

と嫌なにおいがなくなります。
○コップ半分程度の原液を入れる
・お風呂に入れると、酵素入りの弱酸性風呂になり、

体のあかや浴槽の湯あかが落ちやすくなります。
・洗濯槽に入れて洗うと洗浄力がアップし、洗剤の使

用量を減らすことができます。また、作業着などの
においも取れます。

・洗濯槽のすき間や裏側にこびり付いた洗剤の残りや
カビ汚れなども酵素の力で落とします。

○液を染み込ませた布でふく
・眼鏡や鏡・窓ガラス等をふくと油膜が取れます。

問い合わせ先　環境政策課環境政策係　☎㉒2111（内線242）

　ＬＯＶＥいぶすき（ＭＡＩＥＮＺＡ）の製造や使
用方法等について、職員を派遣して講習会を開催し
ています。地区の集会などにご利用ください。

講習会を開催しています

昨年のふれ愛フェスタ会場での様子

※MAIENZA（マイエンザ）とは、微生物活性酵素機能という意味の
　Microorganism Active Impact Enzyme Actionの造語です。
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ズームアップ いぶすき

　大成小学校で５月25日、山川高校園芸工学・農業
経済科の生徒が講師を務める「夏野菜の栽培」の出
前授業が開催されました。高校生の指導のもと、５
年生49人が校内の農園で、畝に張られたビニールシ
ートの穴に、キュウリやオクラ、ミニトマトなど７
種類の苗を丁寧に植え付けました。岩下丈さん（永
田）は、「農業は大変だけど面白い。植えつけた苗の
出来上がりが楽しみです」と話してくれました。

収穫までみんなで世話をしていこう

お  いしい野菜ができるかな
出前授業で農業体験交流

　５月25日、指宿商業高校の２・３年生12人が隣接
する今和泉小を訪れ、児童たちに本の読み聞かせを
するボランティア交流がありました。「本に親しむき
っかけになれば」と毎年交流し、12月までに計５回
実施する予定です。生徒は２人１組で、図書委員ら
が選考した本を小学校の授業開始前の10分間、各ク
ラスで読み聞かせました。児童たちはお姉さんたち
の話に夢中になってじっと耳を傾けていました。

お  話の世界に夢中　
読み聞かせで児童と交流

熱心に聴き入る子どもたち

　５月26日、指宿小の１年生51人が生活科の学習の
一環として、学校敷地内約１ａの畑にサツマイモの
つるを植え付けました。この日、同校区内の公民館
長７人が協力し、児童一人ひとりに指導しながら、
約350本を植え付けました。弓指蒼空さん（宮ヶ浜）
は、「雨にぬれたけど、みんなと一緒で楽しかった。
大きく育ってほしい」と話しました。植え付けたサ
ツマイモは、11月に収穫祭を行う予定です。

「大きく育ってね」と願いを込めて

お  いしいイモになぁれ
指宿小でサツマイモの植え付け

　５月27日、旧指宿海軍航空基地から出撃した特攻
隊員らの慰霊追悼式が、基地跡にある「哀惜の碑」
前広場で営まれました。遺族ら約110人が参列し、
特攻や空襲で亡くなった192人の御霊に黙とうをさ
さげました。指宿かもめ会前会長の野村一明さん（摺
ヶ浜中）は、「時代や世代が代わっても戦争の体験を
語り継ぎ、命の尊さと平和のともし火を永遠に点じ
ていきます」と哀悼の言葉を述べました。

悲 劇の歴史は繰り返さず
特攻隊員らの冥福を祈る

献花し、冥福を祈る参列者

　５月15日～22日、指宿さつき同好会（　木英行会
長）の第９回春季展示会が時遊館ＣＯＣＣＯはしむ
れで開催されました。会員が手塩にかけて育てた開
聞や若恵比須などのサツキ約20点に、来場者は見入
っていました。今回は初めての試みとして、指宿川
柳会（櫻井茂範会長）の会員らがサツキを見て詠ん
だ句も展示。　木会長は、「川柳の展示も非常に好評
なので今後も続けていきたい」と話しました。

美しいサツキを眺める来場者

サ ツキと川柳楽しんで
指宿さつき同好会が展示会　

　ＪＲ九州鹿児島支社の企画「指宿ＶＳ霧島☆夏」
の一環として、「いぶすきの日」のイベントが５月20
日から指宿駅前で始まりました。このイベントは、
毎週金曜日に「指宿のたまて箱」で本市を訪れた観
光客らをもてなすものです。ＪＡいぶすき茶業セン
ターと指宿商業高校生によるお茶いっぺコーナーや、
たまて箱探しゲーム、商店街食べ歩きイベントなど
が８月末まで行われます。

い ぶすきの日、始まる
ようこそ指宿へ

おいしいお茶をどうぞ

　５月27日、鹿児島市で開催された鹿児島指宿会（田
之上政和会長）の第27期総会に65人の会員が集い、
市からも豊留市長や富永副市長らが参加しました。
会では「市長と語る会」として、市長と会員らが、
知林ヶ島やフラを利用した観光振興、文化財の活用、
高齢者にもやさしいまちづくりなどの意見交換を行
いました。懇親会では余興も披露され、和やかな雰
囲気の中、ふるさとの話題で盛り上がりました。

市 長とふるさとを語る
鹿児島指宿会が総会

会員から多くの意見が出された「市長と語る会」

　５月15日、大阪市で関西かいもん会（迫田博美会
長）の第16回総会が開催され、約130人の会員が集
いました。市からも豊留市長や松下議長らが出席し、
新幹線全線開業効果で賑

に ぎ

わう市の近況を報告。新幹
線や観光特急を利用した帰省を呼び掛けました。総
会後には、仙田地区出身の歌手安藤悦子さんの歌謡
ショーや指宿の特産品が当たる抽選会などもあり、
同郷の仲間との楽しい時間を過ごしました。

「指宿は元気です」と報告する豊留市長

関 西でつながる指宿の輪
関西かいもん会が総会
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　６月11日、体験による食育活動を行うアグリスタ
イル（湯ノ口貴之代表）が、オクラうどんや有機野
菜ピザ、野菜バウムクーヘン作り体験を開きました。
鹿児島市内の情報誌などが募集したこの企画には、
福岡などから18人の親子が参加。足でうどんをこね
たり、生地を伸ばしたり、普段家庭ではできない体
験に、新西方保育園児の鶴田結人ちゃん（渡瀬）は、
「面白かった」とうれしそうでした。

足でのうどんこねに大喜び

親 子で食育体験　
おいしい野菜がたっぷり

栫山フイキクさん

　栫山フイキクさん（石嶺）が６月１日、京田ノエ
さん（玉井）が６月20日、野間口　子さん（森松西）
が６月22日に満100歳を迎えました。それぞれに長
寿の秘けつを尋ねると、「何事にもくよくよしないこ
と（栫山さんの家族）」、「自分の事は自分でやってき
たこと（京田さんの家族）」、「出された食事は残さず
食べ、趣味を生きがいに楽しんできたこと（野間口
さんの家族）」と話してくれました。

野間口　子さん

い  つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

　指宿商業高校と姉妹校である韓国・永化女子情報
高校の生徒４人が、６月１日から12日間、生徒宅で
ホームステイをしました。昨年はインフルエンザが
流行していたため中止となり、２年ぶり21回目の交
流になります。永化生を受け入れた２年生長田恭子
さん（玉利）は、「日本語が上手で、楽しくコミュニ
ケーションが取れました。いつか私も韓国を訪問し
てみたいです」と話してくれました。

指商生に歓迎される永化女子高生

日 本文化を楽しく学ぶ
永
ヨンファ

化女子高生がホームステイ

　指宿ライオンズクラブ（坂元貞代会長）が、市内
の小学１年生360人に名前入り鉛筆１ダースずつを
贈呈しました。平成11年から毎年贈呈されています。
贈呈に豊留市長らを訪れた中馬政人幹事は、「たくさ
ん勉強して、明るい未来のために役立ててもらいた
い」、また、肥後光春事務局長は、「名前入りの鉛筆で
物を大切にする心を育て、このような『奉仕』とい
うものを親子で知ってほしい」と話しました。

物 を大切にする子に育って
ライオンズクラブが鉛筆を贈呈

中馬幹事（中央左）から代表で受け取る丹波小学校長

　市地域女性団体連絡協議会（伊佐幸子会長）と市
では、園芸作物の品質や収量向上、たい肥発酵促進、
畜産業の悪臭防止などに効果がある「農業用ＬＯＶ
Ｅいぶすき（14ページに関連記事）」を販売していま
す。今年度２回目となる販売が山川農業センターで
行われ、準備した約1,800ℓを完売しました。伊佐会
長は、「さまざまなものに効果的なＬＯＶＥいぶすき
を、今後も普及させていきたい」と話しました。

作 物の品質・収量向上に
農業用ＬＯＶＥいぶすきを販売

安価な農業用は関係者に大好評

　つくり・育て・管理する漁業推進の一環として、
指宿・山川町・かいゑいの３漁協が、ヒラメやマダ
イの稚魚を周辺の園児や小学生たちと放流しました。
５月31日には、岡児ヶ水海岸で、徳光小と利永小の
児童たちが、体長８㎝程度に生育したヒラメ約1,000
匹を一斉に放流。徳光小３年の和佐野晴香さん（徳
光）は、「ヒラメは柔らかくて可愛かった。元気に大
きくなってほしい」と話してくれました。

ヒラメを放流する子どもたち

元 気に育つといいね
錦江湾にヒラメ・マダイを放流

京田ノエさん

　６月11日、開聞入野地区の畑に、地震や津波によ
り甚大な被害を被った東北地方を支援するため、指
宿農林技術協会員ら60人が「支援用サツマイモ」の
植え付けを行いました。10月下旬には収穫が見込ま
れ、同協会では焼き釜を準備し、現地で石焼き芋や
お米を配る予定です。植え付けの手伝いに来た湯口
樹さん（谷村）は、「東北地方の人たちに、焼き芋を
食べて頑張ってもらいたい」と話してくれました。

秋 にはおいしいイモをお届け
被災地に支援物資を送ろう

竹串を使い、器用に植え付け
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切り取り

切り取り 　

市
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
温

泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

肥
満
や
高
脂
血
症
、
高
血
糖
症
、

高
血
圧
症
を
解
消
す
る
た
め
の
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

行
い
ま
す
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
メ
タ
ボ
」
を
目

指
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
期
間　

７
月
12
日（
火
）～
８
月

　

５
日（
金
）ま
で
の
火
・
木
・
金

曜
日
（
計
12
回
）

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所　

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か

い
も
ん

■
内
容　

温
泉
施
設
と
温
泉
プ
ー

ル
で
の
運
動
浴
、
水
中
運
動
等

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
国
民
健

康
保
険
加
入
者
20
人
程
度

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
入

浴
料
お
よ
び
プ
ー
ル
使
用
料
と

し
て
５
０
０
円
が
必
要
。）

■
申
込
締
切
日　

７
月
８
日（
金
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年

指
宿
市
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
思
い
出
づ

く
り
に
参
加
し
、
成
人
式
を
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

平
成
24
年
１
月
に
成

人
式
を
迎
え
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

平
成
25
年
１
月
に
成
人
式
を
迎

え
る
人
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
29
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

　

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
パ
ー
ト

等
を
募
集
し
ま
す
。

共
通
事
項

■
勤
務
日
数　

20
日
程
度

■
賃
金　

時
給
７
０
０
円

■
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
清
掃
員

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
健
康
な
人

■
勤
務
時
間　

９
時
～
15
時
30
分

（
う
ち
１
時
間
は
休
憩
。
状
況

　

に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
。）

そ
ば
の
館
皆み

ら
く
る

楽
来

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
健
康
な
人

■
勤
務
時
間　

10
時
30
分
～
15
時

30
分
（
休
憩
な
し
。
状
況
に
よ

り
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
。）

プ
ー
ル
監
視
お
よ
び
受
付

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
健
康
な
人
（
受
付
は

高
校
生
も
可
）

■
勤
務
時
間　

９
時
～
17
時
30
分

（
う
ち
１
時
間
は
休
憩
。
状
況

　

に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

　

☎
㉜
５
５
６
６

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
人
（
土
・
日
・
祝
日
出

勤
可
能
な
人
優
遇
）

■
勤
務
内
容　

水
泳
の
指
導
、
プ

ー
ル
の
監
視
等

■
勤
務
時
間　

９
時
30
分
～
20
時

30
分
の
う
ち
７
時
間
程
度

■
賃
金　

時
給
７
０
０
円
～

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

最
近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し

た
上
半
身
の
写
真
を
張
り
、
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
日
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
５
１
１

　

指
宿
市
山
川
福
元
３
２
９
２

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド

　

☎
㉗
６
９
６
６

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
か
ら
学
ぶ

「
考
古
学
」講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
正
時
代
に
下
里
地

区
を
流
れ
て
い
た
川
の
土
手
か
ら

縄
文
土
器
と
弥
生
土
器
が
出
土
し
、

橋
牟
礼
川
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
か

ら
95
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

私
た
ち
の
先
祖
が
歩
い
て
き
た
道

跡
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

７
月
９
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

「
南
薩
か
ら
み
え
る
古

代
の
道
跡
」　

■
講
師　

東　

和
幸
氏
（
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象　

一
般

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
当
日
受

付
可
）

催
し

Information

情報掲示板 いぶすき 
Information

情 報 掲 示 板

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

運
動
浴
・
水
中
運
動

教
室
の
参
加
者

み
ん
な
で
作
ろ
う

思
い
出
の
成
人
式

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の

ス
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
チ

募
集

   

 

     

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰

還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
星
空
撮
影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

夜
空
に
、
夏
の
星
座
が
勢
ぞ
ろ

い
し
て
き
ま
し
た
。
こ
と
座
の
ベ

ガ
（
織
姫
星
）
や
、
わ
し
座
の
ア

ル
タ
イ
ル
（
彦
星
）
が
、
天
の
川

を
挟
ん
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま

す
。
ま
た
南
の
空
に
は
、
さ
そ
り

座
や
い
て
座
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夏
の
星
空
観
察
と
、

開
聞
岳
を
入
れ
た
星
景
色
の
撮
影

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
30
日（
土
）20
時
～

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
内
容　

夏
の
星
座
さ
が
し
、
天

体
望
遠
鏡
で
土
星
の
観
察
、
星

景
色
の
写
真
撮
影

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
円

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

カ
メ
ラ
や
三
脚
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

■
日
時　

７
月
９
日（
土
）～
10
日

　
（
日
）１
泊
２
日

※
雨
天
決
行 

■
場
所　

長
崎
県
佐
世
保
市

■
集
合　

８
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿
（
バ
ス
で
移
動

で
す
。）

■
指
宿
着
予
定　

10
日（
日
）18
時

■
距
離　

両
日
と
も
約
８
㎞

■
参
加
料　

○
会
員　
　

２
０
，０
０
０
円

○
非
会
員　

２
２
，０
０
０
円

※
バ
ス
・
食
事
・
宿
泊
費
等
含
む

■
申
込
締
切
日　

７
月
６
日（
水
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

軍
港
の
ま
ち

佐
世
保
と
九
十
九
島

め
ぐ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ふ
れ
あ
い
公
園

夏
季
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

ヘルシーランド露天風呂～たまて箱温泉～

お客様感謝月間
入浴割引サービス券

有効期限　平成23年７月１日（金）～31日（日）

日ごろのご愛顧に感謝し、７月を「お客様感謝月間」
として、露天風呂入浴割引を実施します。本券を切り
取り、受付に提出してください。

○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」で、
　奇数日は逆になります。
○大人は330円、子どもは200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引入浴できます。
○他の割引との併用はできません。
○割引券は原本に限ります。（コピー印刷不可）

問い合わせ先
　ヘルシーランド露天風呂「たまて箱温泉」☎㉟3577

橋牟礼川遺跡が発見された大正８年当時の様子

橋牟礼川遺跡から出土した弥生土器（左）と縄文土器（右）

切
り
取
り
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いぶすき　  映画祭

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

繁
忙
期
に
従
事
す
る
、
登
録
パ
ー

ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
人

■
勤
務
時
間　

７
時
30
分
～
23
時

（
最
長
８
時
間
勤
務
）

■
勤
務
内
容　

砂
か
け
係
（
清
掃

業
務
、
浴
場
管
理
を
含
む
）

■
賃
金　

時
給
１
，０
０
０
円
（
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
年
末
年

始
の
指
定
日
は
１
，２
０
０
円
）

■
福
利
厚
生　

労
災
保
険
が
あ
り

ま
す
。

■
勤
務
日　

砂
楽
か
ら
要
請
の
あ

る
日

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
、

最
近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し

た
上
半
身
の
写
真
を
張
り
、
本

人
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

必
要
登
録
者
数
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
登
録
し
た
人
す
べ
て
に
業
務
が

発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

　

市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
が
、

美
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通

じ
て
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

自
主
性
や
連
帯
感
を
育
て
る
こ
と

で
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
心
身
の
健
全
育
成
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
13
日（
土
）８
時
～

15
時
30
分

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
内
容　

美
化
活
動
お
よ
び
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
対
象
者　

市
内
在
住
お
よ
び
市

内
出
身
の
中
学
生
・
高
校
生

※
全
国
子
ど
も
会
の
相
互
扶
助
に

よ
る
見
舞
金
制
度
「
安
全
会
」

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

■
チ
ー
ム
編
成

○
６
人
制
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
中
学
生
・
高
校
生
が
必
ず
コ
ー

ト
内
に
入
る
男
女
混
合
チ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
。

○
６
人
に
満
た
な
い
場
合
は
保
護

者
２
人
ま
で
可
と
す
る
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
３
日（
水
）

■
監
督
者
会
議　

当
日
の
美
化
活

動
中
に
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
㉔
４
５
６
９

 
Information情 報 掲 示 板

砂
楽
パ
ー
ト
の
登
録

　

市
で
は
、「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映

画
祭
（
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）」を
開
催

し
、
そ
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
は
、

今
年
か
ら
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
と

同
様
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
、
多
種
多
様
な
作

品
が
集
う
大
会
で
す
。
こ
の
予
選

会
と
な
る
「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映

画
祭
」
に
参
加
し
て
、
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
想
い
を
世
界
に
届
け
ま

せ
ん
か
。

■
目
的　

子
ど
も
た
ち
が
ホ
ー
ム

ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
映
像
を
通

し
て
、
自
ら
の
想
い
を
伝
え
、

映
像
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、

大
人
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
、

子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
悩

み
、
ど
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

小
学
生
、中
学
生
、

高
校
生
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
年

齢
に
相
当
す
る
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ

■
応
募
締
切
日　

９
月
７
日（
水
）

■
作
品
テ
ー
マ　
「
学
ぶ
こ
と（
ま

な
び
）」

■
応
募
規
定

○
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
３

分
間
の
映
像
作
品

○
１
個
人
（
１
グ
ル
ー
プ
）
に
つ

き
１
点
の
応
募

■
そ
の
他　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映

画
祭
に
お
い
て
優
秀
な
作
品
は
、

12
月
に
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
国

際
子
ど
も
映
画
祭
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
受
賞
予
定
者
は
南
あ

わ
じ
市
に
招
待
さ
れ
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

実
行
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
い
ぶ
す
き

子
ど
も
映
画
祭
の
開
催
日
等
詳

細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

中
高
生

ふ
る
さ
と
の
集
い

　

市
で
は
、
心
身
と
も
に
健
全
な

青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
学
校
ま
た
は
社
会
生
活

に
お
い
て
善
行
や
他
の
模
範
と
な

る
行
為
が
あ
っ
た
青
少
年
や
青
少

年
団
体
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
表

彰
し
ま
す
。

■
推
薦
対
象

○
社
会
福
祉

障
害
者
・
高
齢
者
等
に
対
す
る

慰
問
等
の
奉
仕
活
動
行
為

○
緊
急
時
貢
献

人
命
救
助
、
防
火
、
防
犯
、
事

故
防
止
ま
た
は
自
然
災
害
も
し

く
は
人
為
災
害
発
生
時
に
貢
献

し
た
行
為

○
隣
人
愛

友
人
等
自
分
の
周
り
に
い
る
人

に
対
し
て
、
誠
実
で
親
切
な
心

を
持
っ
て
そ
の
人
の
た
め
に
貢

献
し
た
行
為

○
自
然
保
護

自
然
環
境
の
保
護
ま
た
は
清
掃
、

植
栽
等
に
よ
る
生
活
環
境
美
化

活
動
も
し
く
は
環
境
衛
生
の
保

持
改
善
に
貢
献
し
た
行
為

○
努
力

い
か
な
る
環
境
に
も
負
け
ず
、

明
る
い
心
を
失
わ
な
い
で
学
業

や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
だ
行
為

○
そ
の
他

人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
奉
仕

す
る
な
ど
の
行
為
が
あ
っ
た
青

少
年
お
よ
び
青
少
年
団
体

■
推
薦
方
法　

社
会
教
育
課
に
設

置
し
て
あ
る
推
薦
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
推
薦
締
切
日　

９
月
16
日（
金
）

■
推
薦
対
象
と
な
る
善
行
の
時
期
・

　

期
間
等

○
現
在
も
継
続
中
の
も
の

○
自
主
的
で
積
極
的
な
意
思
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

長
年
に
わ
た
り
常
時
ま
た
は
定

期
的
に
継
続
さ
れ
、
か
つ
社
会

的
評
価
が
高
い
も
の

○
緊
急
時
貢
献
に
つ
い
て
は
、
過

去
１
年
間
に
行
わ
れ
た
善
行
ま

た
は
現
在
継
続
中
の
も
の

■
表
彰

11
月
５
日（
土
）に
開
催
す
る
生

涯
学
習
推
進
大
会
で
表
彰
し
ま

す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

南
薩
土
地
改
良
区
で
は
、
職
員

補
充
の
た
め
、
畑
地
か
ん
が
い
施

設
（
電
気
設
備
・
ポ
ン
プ
設
備
等
）

の
管
理
職
員
（
電
気
技
師
）
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

○
高
校
課
程
を
修
了
し
た
満
25
歳

か
ら
35
歳
ま
で
の
人

○
指
宿
市
・
南
九
州
市
・
枕
崎
市

に
居
住
ま
た
は
本
籍
を
有
し
、

採
用
後
、
南
九
州
市
に
居
住
で

き
る
人

○
普
通
免
許
、
電
気
工
事
士
等
の

免
許
資
格
を
有
す
る
人

■
給
与
等

○
南
薩
土
地
改
良
区
の
給
与
規
定

に
よ
る

○
社
会
保
険
等
・
賞
与
・
昇
給
・

有
休
あ
り

■
応
募
方
法　

南
薩
土
地
改
良
区

事
務
所
に
設
置
し
て
あ
る
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜

31
日（
水
）当
日
消
印
有
効

■
採
用
試
験
日　

９
月
上
旬
予
定

（
受
験
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。）

※
採
用
は
平
成
24
年
４
月
１
日
付

け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
７
０
１

　

南
九
州
市
頴
娃
町
郡
１
３
９
６

　

南
薩
土
地
改
良
区
庶
務
係

　

☎
０
９
９
３-

３
６-

１
３
０
１

　

損
害
賠
償
額
の
精
査
、
治
療
や

後
遺
症
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な

ど
、
交
通
事
故
に
関
す
る
す
べ
て

の
相
談
が
可
能
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
で
き

ま
す
（
月
〜
金
９
時
〜
16
時
）。

■
日
時　

７
月
16
日（
土
）10
時
〜

15
時

■
場
所　

市
民
会
館
第
二
中
会
議

室
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
通
事
故
被
害
者
救
済

推
進
協
会

南
薩
地
区
担
当　

有
田
ム
ツ
ミ

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

　

「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が

輝
く　

快
適
ロ
ー
ド
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
マ
ナ

ー
を
正
し
く
守
り
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

７
月
21
日（
木
）〜
30
日

　
（
土
）

■
最
重
点
事
項　

高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

■
重
点
事
項

○
飲
酒
運
転
・
暴
走
等
無
謀
運
転

の
根
絶

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防

　

止
○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係 

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
紙
６
月
号
（
通
常
版
）
の

22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
米
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
」
の
対
象
品

目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
米
麺め

ん

（
正
）
米
麹こ

う
じ

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
食
の
Ｐ
Ｒ
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
２
）

青
少
年
・
少
年
団
体

善
行
表
彰
者
の
推
薦

南
薩
土
地
改
良
区
職
員

夏
の

交
通
事
故
防
止
運
動

交
通
事
故
の

無
料
相
談
会

作品を募集します

いぶすき　  映画祭
〜キミの想

おも

いを映像に〜
アジア国際子ども映画祭　九州ブロック大会

お
知
ら
せ

子
ど
も
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
67

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
・
発
病
力

が
非
常
に
弱
く
、
早
期
発
見
と
適

切
な
治
療
で
完
治
で
き
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
ら
い
予
防
法
」
な
ど

に
よ
る
国
の
強
制
隔
離
政
策
の
た

め
、「
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
植
え
付
け
ら

れ
、
偏
見
や
差
別
を
助
長
し
ま
し

た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
、
家
族
と

引
き
離
さ
れ
て
強
制
的
に
療
養
所

に
入
所
さ
せ
ら
れ
、
外
出
も
退
所

も
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

家
族
へ
の
差
別
を
恐
れ
、
偽
名
を

名
乗
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
も
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
が
受
け
た

差
別
や
人
権
侵
害
の
背
景
、
歴
史

に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
14
日（
木
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
平

成
15
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
、
特
に
節
電
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
８
月
末
ま
で
の
期

間
、「
昼
も
夜
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

と
し
て
、
昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間

以
上
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各

家
庭
の
明
か
り
を
消
す
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
い
か
に
照
明
を
使

用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
こ
の
機
会
に
部
屋

の
明
か
り
を
消
し
て
、
家
族
で
地

球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

愛
玩
用
に
野
鳥
を
飼
う
場
合
、

乱
獲
防
止
の
た
め
、
そ
の
捕
獲
と

飼
養
の
登
録
が
必
要
で
す
。

捕
獲
許
可

　

愛
玩
飼
養
と
し
て
捕
獲
で
き
る

鳥
類
は
メ
ジ
ロ
の
み
で
す
。

　

た
だ
し
、
繁
殖
期
の
３
月
１
日

か
ら
７
月
14
日
ま
で
の
期
間
は
捕

獲
で
き
ま
せ
ん
。

飼
養
登
録

　

野
鳥
を
飼
養
登
録
す
る
場
合
や
、

登
録
有
効
期
間
を
変
更
す
る
と
き
、

再
交
付
を
受
け
る
と
き
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

○
登
録
票
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，４
０
０
円

○
登
録
票
更
新
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，４
０
０
円

○
登
録
票
再
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，４
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

野
鳥
を
飼
う
と
き
は

登
録
が
必
要

　

市
で
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
昨
年
同
様
、

同
社
が
発
行
す
る
「
指
宿
市
『
テ

レ
パ
ル
50
・
暮
ら
し
の
便
利
帳
』」

に
行
政
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
掲

載
内
容
は
、
出
生
や
保
健
、
福
祉

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

寄
せ
ら
れ
る
日
々
の
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
質
問
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

発
行
に
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
「
広
告
」
に
対
す
る
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
広
告
の
募
集
に
つ

い
て
、
７
月
か
ら
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
の
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所

に
ご
相
談
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
広
告
募
集
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
鹿

　

���


�
�����





児
島
支
店
（
☎
０
９
９

−

２
５

　

�３

−

６
３
９
８
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ

り
、
九
州
地
区
に
お
い
て
も
電
力

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
電

力
の
需
要
が
高
ま
る
夏
に
向
け
て
、

今
一
度
、
家
庭
や
職
場
で
の
利
用

状
況
を
見
直
し
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
節
電
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
過
度
な
節
電
の
取
り
組

み
は
熱
中
症
等
の
健
康
被
害
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
健

康
や
体
調
等
を
十
分
考
慮
し
、
可

能
な
範
囲
で
節
電
に
取
り
組
む
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
の
中
で
特
に
電
気
消
費
量

が
多
い
の
は
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
照
明
、
テ
レ
ビ
の
４
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
電
化
製
品
を
上
手
に
使

う
こ
と
で
、
効
果
的
に
節
電
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
冷
房
の
設
定
温
度
は
28
℃
に

夏
の
冷
房
時
の
設
定
温
度
を
１

℃
高
く
設
定
す
る
と
、
約
13
％

（
約
70
Ｗ
）
の
消
費
電
力
の
削

減
に
な
り
ま
す
。

②
す
だ
れ
等
に
よ
る
日
差
し
の
防

止
を

室
内
へ
の
日
差
し
の
侵
入
を
防

ぎ
、
気
温
の
上
昇
を
抑
え
、
冷

房
な
ど
の
電
気
使
用
を
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

③
冷
蔵
庫
の
扉
の
開
閉
時
間
は
短

く冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ

る
と
庫
内
の
見
渡
し
が
悪
く
な

る
た
め
、
ド
ア
の
開
閉
時
間
が

長
く
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
中

を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
待
機
電
力
の
削
減
を

テ
レ
ビ
な
ど
は
、
リ
モ
コ
ン
の

電
源
で
は
な
く
、
本
体
の
主
電

源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
長
時
間

使
わ
な
い
機
器
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

指
宿
市
「
テ
レ
パ
ル
50
・

暮
ら
し
の
便
利
帳
」
広
告

掲
載
の
お
願
い

※営業時間は、天候や来客状況によって変更する場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し�������　������☎�����㉜����2143

いよいよ夏本番。市営唐船峡
そうめん流しは、年中無休で
営業しています。
家族や気の合う仲間同士での
お越しをお待ちしています。

自衛隊知覧分駐所では、次の日程で自衛官募集説明会を開催します。

自衛官の募集説明会自衛官の募集説明会
■第１回説明会
　○日時：７月20日(水)　18：00〜　場所：開聞コミュニティ消防センター
■第２回説明会			
　○日時：７月21日(木)　18：30〜　場所：山川文化ホール
■第３回説明会
　○日時：７月23日(土)　10：00〜　場所：中央公民館

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

募　集　科　目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官候補生 男子 18歳以上27歳
未満の人

８月１日㈪～９月９日㈮
１次：９月17日㈯午後
２次：９月26日㈪～29日㈭
　　（いずれか指定日）

女子 ８月１日㈪～９月９日㈮ ９月25日㈰

一般曹候補生 18歳以上27歳
未満の人 ８月１日㈪～９月９日㈮

１次：９月17日㈯午前
２次：10月6日㈭～13日㈭
　　（いずれか指定日）

航空学生（海上・航空） 高卒（見込含）
21歳未満の人 ８月１日㈪～９月９日㈮

１次：９月23日㈮
２次：10月15日㈯～20日㈭
　　（いずれか指定日）

看護学生 高卒（見込含）
24歳未満の人 ９月５日㈪～30日㈮ １次：10月22日㈯

２次：11月19日㈯または20日㈰

防衛大学校学生

推薦
高卒（見込含）
21歳未満の人

９月５日㈪～８日㈭ ９月24日㈯・25日㈰

一般 ９月５日㈪～30日㈮
１次：11月５日㈯・６日㈰
２次：12月13日㈫～17日㈯
　　（いずれか指定日）

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）
21歳未満の人 ９月５日㈪～30日㈮

１次：10月29日㈯・30日㈰
２次：12月７日㈬～９日㈮
　　　（いずれか指定日）

問い合わせ先
○自衛官知覧分駐所（南九州市役所内）☎（0993）�1811　　pco.chiran-area＠cup.ocn.ne.jp
○危機管理室安全安心対策係　☎㉒2111（内線151）
※詳しい情報は、http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

期　　　　間 ラストオーダー
7月1日㈮～31日㈰ 19：00
8月1日㈪～31日㈬ 20：00
9月1日㈭～30日㈮ 19：00

営業時間　　　　　　　　  （営業開始10：00）

夏は涼しく

震
災
に
よ
る
電
力
不
足

家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

夏
の
節
電
に
取
り
組
も
う

唐船峡夏は涼しく唐船峡

照明を消してろうそくの明かりを
囲んでみるものいいでしょう。
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日
、
大
学
生
時
代
の
友
人

　
　
　

が
広
島
か
ら
遊
び
に
来
ま

し
た
。
え
ぷ
ろ
ん
は
う
す
か
ら
メ

デ
ィ
ポ
リ
ス
へ
向
か
う
途
中
の
橋

か
ら
の
池
田
湖
と
開
聞
岳
の
眺
め

に
驚
き
、
指
宿
に
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
場
所
が
あ
る
ん
だ
と
喜
ん
で

帰
り
ま
し
た
。（
35
歳
・
男
性
）

　
　
　

報
紙
は
週
刊
誌
的
で
華
や

　
　
　

か
過
ぎ
る
。
行
政
の
お
知

ら
せ
に
徹
し
て
ほ
し
い
。（
71
歳
・

男
性
）

　
　
　

幹
線
全
線
開
業
に
伴
い
、

　
　
　

観
光
客
も
増
え
て
い
る
と

思
う
。
地
元
を
も
っ
と
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民
が
指

宿
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
、
広
報
紙
に
市
内

の
企
業
や
お
店
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。（
51
歳
・
ま
い
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

　
　
　

報
紙
に
対
し
て
は
、
さ
ま

　
　
　

ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

回
目
の
山
川
み
な
と
祭
り
、

　
　
　

長
い
歴
史
が
あ
る
の
で
す

ね
。
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
昨
年
の
分
ま
で
、
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
伝
統
あ
る

行
事
を
ど
ん
ど
ん
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

（
57
歳
・
女
性
）

　
　
　

野
地
区
に
あ
る
西
墓
地
の

　
　
　

高
台
（
水
道
が
あ
る
所
）

か
ら
見
え
る
開
聞
岳
は
絶
景
で
す
。

　　

「
指
宿
の
街
も
揺
れ
て
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
」

　

こ
れ
は
、
５
月
15
日
に
行
わ
れ

た
第
92
回
県
川
柳
大
会
で
入
選
し

た
私
の
句
で
す
。（
62
歳
・
男
性
）

　
　
　

国
の
フ
ラ
愛
好
家
ら
で
華

　
　
　

や
い
だ
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
ま
た
、
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
で
に

ぎ
わ
っ
た
山
川
み
な
と
祭
り
。
今

後
の
イ
ベ
ン
ト
も
市
民
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
に
指
宿
に
引
っ
越
し
し

　
　
　

て
き
ま
し
た
。
自
宅
の
お

風
呂
は
温
泉
も
出
て
、
ぜ
い
た
く

な
日
々
で
す
。
一
度
は
生
活
し
て

み
た
か
っ
た
指
宿
。
ゆ
っ
く
り
探

索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ク
イ
ズ

の
賞
品
の
焼
酎
は
、
毎
日
頑
張
っ

て
働
い
て
い
る
主
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
で
す
。（
40
歳
・
マ
ー
ル
）

　
　
　

主
人
に
聞
か
せ
て
あ
げ
た

　
　
　

い
コ
メ
ン
ト
で
す
ね
。
当

選
し
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
。

　
　
　

月
か
ら
転
勤
で
指
宿
市
民

　
　
　

に
な
り
ま
し
た
。
ア
ロ
ハ

シ
ャ
ツ
は
、
市
民
服
み
た
い
で
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
私
も
近
日

中
に
買
い
に
出
掛
け
ま
す
。（
50
歳
・

カ
ト
チ
ャ
ン
）

　
　
　

年
４
月
下
旬
に
行
う
「
ア

　
　
　

ロ
ハ
宣
言
」
の
日
か
ら
10

月
末
日
ま
で
、
ア
ロ
ハ
・
ム
ー
ム

ー
を
市
民
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
家
族
で
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　

場
で
広
報
い
ぶ
す
き
を
読

　
　
　

ん
で
い
ま
す
。
湯
豊
宿
茶

屋
は
、
ま
る
で
井
戸
端
会
議
を
隣

で
聞
い
て
い
る
感
じ
で
面
白
い
。

つ
い
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
、
１
人

で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
ま
す
。（
64
歳
・

南
九
州
市
タ
ケ
チ
ャ
ン
マ
ン
）

　
　
　

ヶ
浜
に
住
ん
で
い
て
、
海

　
　
　

岸
に
よ
く
娘
を
連
れ
て
散

歩
に
出
掛
け
ま
す
。
列
車
が
通
る

た
び
に
大
喜
び
で
、
最
近
は
指
宿

の
た
ま
て
箱
を
覚
え
、「
い
ぶ
た
ま

ご
ー
だ
」
と
喜
ん
で
手
を
振
る
２

歳
の
娘
で
す
。（
27
歳
・
た
ん
た
ん
）

　
　
　

の
ぼ
の
と
し
た
光
景
が
目

　
　
　

に
浮
か
び
ま
す
。
６
月
８

日
と
９
日
の
い
ぶ
た
ま
は
、
車
両

点
検
の
１
両
に
代
わ
り
「
は
や
と

の
風
」
の
車
両
を
連
結
し
て
運
行

さ
れ
ま
し
た
。
指
宿
と
霧
島
の
珍

し
い
列
車
の
「
共
演
」
で
し
た
。

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
紙
６
月
号
お
知
ら
せ
版
４

ペ
ー
ジ
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
保
護
司
の
連
絡
先
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
正
）片
野
田
茂
樹
☎
㉓
３
８
２
２

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

先

広

はやとの風にけん引されるいぶたま

78

ご

池田湖大橋からの池田湖と開聞岳

４

宮

Information

砂
む
し
会
館「
砂
楽
」臨
時
休
館 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

1　
月
の
広
報
ご
よ
み 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

77

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト 

     

県
男
女
共
同
参
画
週
間（
〜
　
日
） 

 

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会 

 

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動（
〜
　
日
） 

小
・
中
・
高
等
学
校
終
業
式 

 

　
海
の
日 

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
日 

 

交
通
事
故
の
無
料
相
談
会 

     

市
陸
上
記
録
会 

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座 

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦 

佐
世
保
と
九
十
九
島
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
〜
　
日
） 

     

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

行
　
事
　
な
　
ど 

3031 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曜 土 日 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 

※
７
／
２(

土) 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１ 

30
10

31

                    

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
本の情報誌「ダ���・��ヴィ
ンチ」の読者投稿コー
ナー「短歌ください」
に寄せられた短歌から
人気歌人・穂村弘が傑
作を選出。鮮やかな講
評が、短歌それぞれの
魅力をいっそう際立た
せる。実践的短歌入門
書。

【内容】
世界の自立電波タワー
で一番高いのは？世界
一長い橋ってどのくら
いあるの？世界のヘン
な建造物ってどんな形
をしているの？他にも、
日本の個性的な駅や古
代遺跡など今まで知ら
なかった世界のさまざ
まな��������タテモノ����を紹介し
ています。

７月の図書館カレンダー

短歌ください
穂村弘（著）
メディアファクトリー

24 　 
　 31

※インフルエンザの流行に伴い、各イベントを中止することが 
　あります。実施に関しては各図書館に問い合わせてください。 

    1 2 

4 6 7 83

11 12 13 14 15 1610

19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 3024 　 
　 31

月 火 水 木 金 土 日 

…休館日  
…えほんのひろば（指宿図書館）　　　10：30～11：15  
   演じ手：槌橋保育園の先生方 
…わらべうたのへや（指宿図書館）　　11：15～11：45  
　担当：図書館職員 
…ふれあい映画会（山川図書館）　　　14：00～14：40  
…おはなし会（開聞図書室）　　　　　11：00～11：30  
　演じ手：図書室職員 
…おはなしのとびら（指宿図書館）　　10：30～11：30  
　演じ手：あそびうたサークル「ぱすてる」の皆さん 
…ビデオアニメ館（指宿図書館）　　　14：00～15：00  
…よるのおはなし会・せみの羽化観察会（指宿図書館）19：30～21：00  
　演じ手：図書館職員          
　※おはなし会終了後、せみの羽化観察を行います。 
…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30  
　演じ手：図書館職員          
…自由研究ミニミニ講座（指宿図書館）10：00～11：00 
…第１回図書館講座（山川図書館）　　14：00～15：30  
…第２回図書館講座（指宿図書館）　　14：00～15：00

火曜 

５日 

９日 

16日 

17日 

17日 

22日 

23日 

24日 

30日 

31日 

18

月曜 

17

95

 

     

 

 図書館からのお知らせ
指宿図書館が電算化に伴い休館します
指宿図書館では、図書館業務の電算化を行います。電算
化されると、貸出や返却、本の検索などが今までより簡
単にできるようになります。８月18日（木）から本の貸出
を休止し、９月１日（木）から平成24年１月31日（火）まで
休館します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力
をお願いします。
第１回図書館講座
■日時　７月30日（土） 　14：00～15：30（受付13：30～）
■場所　山川図書館２階学習室
■内容　「ひっぱるおとぎ箱」を作ろう！
※お話は「ぶんぶくちゃがま」です。
■講師　山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
■対象　小学生以上（保護者同伴なら小学生以下でも可）
■参加料　無料　　■定員　50人
■持ってくるもの　色えんぴつ・はさみ	
※事前の申し込みが必要です。山川図書館の窓口か電話

で申し込んでください。	
第２回図書館講座
■日時　７月31日（日）　14：00～15：00（受付13：45～）
■場所　指宿図書館２階多目的集会室
■講師　鎌田洋昭主査（時遊館COCCOはしむれ学芸員）
■テーマ　「指宿の火山と不思議な地形について」
■対象　小学５年生以上
■参加料　無料　　■定員　30人
※事前の申し込みが必要です。指宿図書館の窓口か電話

で申し込んでください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

世界でいちばん○
ま る ま る

○な
タテモノ			 
エクスナレッジ

情 報 掲 示 板

一般���������図書（������指宿����図書館） 児童図書（������山川����図書館）

４

広

西墓地高台からの眺め

ほ

新

上全

毎職
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元気にすくすく大きく
なーれ。

増永 理
り お な

緒奈ちゃん
家族に笑顔をありがと
う。

大迫　咲
さ わ

和ちゃん
元気に生まれてくれて
ありがとう。

久保田 れおなちゃん

みんなを癒やす優しい
空のようになってね。

髙吉　優
そ ら

空ちゃん

　

������������












掲
載
希
望
の
人
は
、
子
ど
も
の

名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生
年

月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地
区

名
、
電
話
番
号
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20

文
字
以
内
）
を
記
入
し
、
郵
送
や

メ
ー
ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）

等
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
������������












㉒
�����������











２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

健やかに大きく育って
ね！

馬場　康
やすたか

誉ちゃん
兄弟仲良く元気に育っ
てね☆

濵田　守
しゅらい

来ちゃん
元気にすくすく育って
ね。

田中　悠
ゆうせい

聖ちゃん
優しい女の子に育って
ね♪

山口　優
ゆ う な

奈ちゃん

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
結
婚
し
て

い
な
い
恋
人
間
の
暴
力
を
言
い
ま

す
。
好
き
な
人
と
交
際
し
て
い
る

は
ず
な
の
に
、相
手
の
こ
と
を「
怖

い
」
と
思
っ
た
り
、
そ
の
交
際
を

「
辛つ

ら

い
」
と
感
じ
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

お
互
い
に
と
っ
て

す
て
き
な
関
係
で
あ
る
た
め
に

■
暴
力
を
認
め
な
い

ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
暴

力
を
振
る
っ
て
い
い
と
い
う
理

由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
暴
力
に

よ
ら
な
い
解
決
方
法
が
あ
る
は

ず
で
す
。

■
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
す
る

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
い
人
な

ど
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た

が
嫌
だ
と
思
う
こ
と
に
対
し
て

は
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

や
体
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
手
の
こ
と
も
大
切
に
す
る

相
手
の
意
見
や
考
え
が
自
分
と

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

個
性
を
尊
重
し
合
う
ま
ち
へ

異
な
っ
て
い
る
場
合
、
相
手
に

自
分
の
意
見
や
考
え
を
押
し
付

け
ず
、
ま
ず
は
違
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
認
め
、
受
け
入
れ

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
自
分

は
ど
う
思
う
か
、
相
手
に
言
葉

で
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

　

も
し
、
あ
な
た
が
交
際
相
手
か

ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
な
ら
、
一

人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
や
す
い

人
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

友
だ
ち
が
交
際
相
手
と
の
関
係

で
困
っ
て
い
る
と
感
じ
た
ら
、
声

を
掛
け
て
話
を
聴
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
次
に
掲
げ
た
専

門
の
相
談
機
関
が
あ
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

市
婦
人
相
談
員

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

１
４
６
７

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
気
を
付
け
て

元気いっぱい大きくな
ぁれ♪

筒井　琉
りゅうせい

晴ちゃん
ようこそわが家へ。明
るく元気に育ってね!!

鶴田　悠
ゆ う と

人ちゃん

お兄ちゃんに負けずに
元気に育ってね。

德留　昊
そ ら か

佳ちゃん

指
宿
地
域

増
永
理り

お

な
緒
奈
※　

大　

当　

一　

将

智　

子

大
迫　

咲さ

わ和
※　

上
吹
越　

康　

弘

な
つ
き

宮
下　

葵あ
お
い乙　

宮
ヶ
浜　

勇　

樹

　

智　

餅
原　

幸さ

き希　

外
城
市　

将　

太

祥　

子

畠
中　

美み
は
る遥　

二
月
田　
　

悟　
陽　

子

久
保
田
れ
お
な
※　

南
十
町　

剛　

史

ゆ
か
り

南　
　

優ゆ
う
と翔　

柳　

田　

裕　

樹

み
ず
き

髙
吉　

優そ

ら空
※　

潟　

山　

昌　

也

　

愛　

馬
場　

康や
す
た
か誉

※　

湊　

上　

大　

誉

香　

里

濵
田　

守し
ゅ
ら
い来

※　

湊　

上　

幸　

徳

加　

奈

肥
後　

春は
る
き輝　

中
小
路　

高　

春

里　

美

和
田　

大ひ
ろ
と翔　

丈　

六　

大　

樹

綾　

子

松
山　

実み

き希　

石　

嶺　

直　

樹

正　

代

山
川
地
域

黒
木　

龒
翔　

清　

水　

正　

光

楊　

 

開
聞
地
域　
　
　

田
中　

悠ゆ
う
せ
い聖

※　

東
開
聞　

聖　

也

未　

来

福
元　

雄ゆ
う
だ
い大　

松
原
田　

雄　

樹

き
よ
み

市
外　
　

前
山
ほ
の
か　
薩
摩
川
内
市　

敦　

史

真　

理

藤
津　
　

楓　
神
奈
川
県

横
浜
市　

克　

彦

鮎　

子

山
口　

優ゆ
う
な奈

※　

東
京
都

荒
川
区　

優　

輝

若　

奈

上
荒
磯
新あ

ら
た太　
鹿
児
島
市　

直　

人

綾　

乃

藤
井　

陽は
る
ゆ
き之　

大
島
郡

徳
之
島
町　

慶
一
郎

さ
お
り

筒
井　

琉
晴
※　

大
阪
市

鶴
見
区　

秀　

一

真　

美

今
村　

悠ゆ
う
り里　

鹿
児
島
市　

清　

人

め
ぐ
み

鶴
田　

悠ゆ
う
と人

※　

大
阪
市

住
之
江
区　

行　

彦

知　

子

指
宿
地
域

上
玉
利　

か　

よ　

60　

玉　

利

中　

村　

重　

則　

74　

湯
之
里

中　

村　

鈴　

子　

73　

湯
之
里

吉　

﨑　

ミ
ヨ
子　

71　

上　

西

今　

村　

久　

枝　

75　

高
野
原

田　

代　

テ　

ル　

87　
細
田
東
後

諸　

留　

キ
ク
エ　

96　

久　

保

赤　

瀨　

律　

子　

69　

大
園
原

吉　

滿　

恭　

子　

87　
大
牟
礼
中

水　

迫　

キ
ク
エ　

94　

玉　

利

赤　

﨑　

ミ
ツ
ヱ　

86　

二
月
田

上
林
山　

正　

敏　

62　

外
城
市

吉　

留　

吉　

文　

98　

中
小
路

　
　

岡　

勝　

博　

84　

二
月
田

西　

村　

辰　

夫　

83　

小
牧
中

野　

間　

ク
ミ
子　

94　

道　

下

原　

口　
　
　

行　

83　

道　

下

西　

村　

ヒ　

デ　

86　
　

宮

福　

永　

昭　

俊　

82　
細
田
東
前

上
髙
原　
　
　

昭　

79　

潟　

山

山
川
地
域　
　

吉　

村　

俊
四
郎　

79　

平　

原

　
　

元　

春　

吉　

91　

下　

原

坂　

元　

月　

子　

82　

清　

水

前　

村　

ミ　

ヱ　

83　

田　

上

松　

山　

光　

夫　

90　

市
山
上

藤　

坂　

光　

行　

78　
町
５
区
東

濵　

田　

秀　

三　

88　

大　

石

板　

木　

ミ　

ヨ　

89　
　

春

志　

岐　

寛　

道　

78　

中　

央

田
之
上　

キ　

ク　

76　

谷
村
上

福　

村　
　
　

孝　

85　
　

鰻

新　

村　

喜
久
夫　

80　

愛
宕
下

黒　

木　

健　

次　

72　

清　

水

福　

吉　

宗　

二　

74　

市
山
下

大　

迫　

德　

十　

72　

森
松
西

堂　

薗　

ツ　

ユ　

94　

中　

村

森　

永　

マ
ス
子　

70　

野　

道

東　
　
　
　
　

雄　

75　

尾　

下

橋　

口　

滿　

視　

83　

徳　

光

下　

野　

髙　

行　

84　

前
原
上

開
聞
地
域　
　

井　

上　
　
　

功　

84　

谷　

村

田　

中　

ミ
チ
ヱ　

99　

田　

中

　

次
の
����������










方
々
��������








が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤　
　

志

一
般
寄
付

誕
生
う
ぶ
ご
え

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�
�
���


�
�

掲載

を
希望

す
る
人
は
、
届け


出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
で
届け

出
し
た
人
で

も
、
希望

が
あ
れ
ば
掲載

し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
�）

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

追
悼
お
く
や
み

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

下
柳
田　

カ
ス
ヱ　

79　

中　

組

大　

段　

サ
ダ
ヨ　

92　

西　

元

中　

川　

定　

一　

92　

川
尻
上

下　

川　

ヱ　

ダ　

96　

松　

原

番　

匠　

ノ　

リ　

86　

下　

吉

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

５
月
31
日
�
�
�
�
�
�

までの受付分






【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

か
え
で

り
ゅ
う
せ
い

【迫北】

り
ゅ
う
し
ょ
う
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生
剤
は
、
わ
れ
わ
れ
医
師
も
気
軽
に

処
方
で
き
、
そ
れ
な
り
の
効
果
が
期

待
で
き
る
非
常
に
便
利
な
薬
で
す
が
、

副
作
用
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
重

症
に
な
る
と
け
い
れ
ん
や
ア
レ
ル
ギ

ー
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
、
臓
器
障
害
な

ど
が
現
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
一
番
言
わ
れ
て
い
る

の
が
、
薬
剤
耐
性
（
薬
が
効
か
な
く

な
る
こ
と
）
で
す
。

　

例
え
ば
、
膀
胱
炎
を
引
き
起
こ
す

一
番
の
細
菌
は
「
大
腸
菌
」
と
い
う

腸
内
細
菌
（
腸
の
中
に
普
通
に
い
て
、

腸
の
働
き
を
調
整
し
て
い
る
常
在
菌
）

で
す
。
大
腸
菌
は
腸
の
中
で
は
悪
さ

を
し
ま
せ
ん
が
、
尿
路
や
血
管
内
な

ど
他
臓
器
に
入
り
込
む
と
、
悪
さ
を

し
ま
す
。
膀
胱
炎
で
抗
生
剤
を
飲
む

と
、
膀
胱
内
の
大
腸
菌
は
死
に
ま
す

が
、
腸
内
の
大
腸
菌
は
ほ
ん
の
一
部

が
死
に
、
大
部
分
は
生
き
残
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
抗
生
剤
を
必
要
以
上
に

長
期
間
ま
た
は
頻
繁
に
服
用
す
る
と
、

腸
内
で
生
き
残
っ
て
い
る
大
腸
菌
は

抗
生
剤
に
対
す
る
抵
抗
力
を
付
け
、

耐
性
化
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
し

て
、
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
耐
性
化
し

た
大
腸
菌
が
膀
胱
内
に
入
っ
て
膀
胱

分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

　

泌
尿
器
科
外
来
で
膀ぼ

う
こ
う胱

炎
の
治
っ

た
患
者
さ
ん
が
、「
症
状
は
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
も
う
少
し
抗
生
剤
を
く

だ
さ
い
」
と
か
、「
ま
た
悪
く
な
っ
た

と
き
に
飲
み
た
い
の
で
、
何
日
分
か

余
分
に
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
光
景
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
も
う
治
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
抗

生
剤
は
飲
ま
な
く
て
い
い
で
す
よ
」

と
伝
え
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
は
な
か

な
か
引
き
下
が
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

患
者
さ
ん
の
申
し
出
ど
お
り
す
ぐ

に
抗
生
剤
を
処
方
し
な
い
の
は
、
決

し
て
ケ
チ
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
抗
生
剤
（
バ
イ
菌
止
め
）

が
過
剰
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
抗

今 月のドクター
指宿医師会　山根　隆史

Doctor

健康
教
室

抗生剤、そんなに使って大丈夫？

炎
を
起
こ
す
と
、
強
い
抗
生
剤
を
飲

ま
な
い
と
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返

す
と
、
薬
の
強
さ
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
多
剤
耐
性

○
○
菌
」
と
い
う
よ
う
な
菌
が
、
世

に
は
び
こ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
皮
膚
や
体
内
に
常
在
し

て
、
他
臓
器
に
侵
入
す
る
と
悪
さ
を

す
る
菌
は
、
大
腸
菌
以
外
に
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

当
然
、
必
要
時
や
免
疫
力
が
落
ち

た
人
の
感
染
予
防
な
ど
、
抗
生
剤
の

長
期
間
投
与
が
必
要
な
場
面
は
多
々

あ
り
、
そ
の
場
合
は
私
た
ち
も
大
量

の
抗
生
剤
を
惜
し
ま
ず
に
使
用
し
ま

す
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
「
と
り
あ
え
ず
熱
が
あ

る
か
ら
抗
生
剤
」
と
い
う
安
易
な
使

用
や
、
患
者
さ
ん
が
希
望
す
る
必
要

以
上
の
服
用
、
子
ど
も
た
ち
が
風
邪

（
ウ
イ
ル
ス
疾
患
で
あ
り
抗
生
剤
は

必
要
な
い
）
を
ひ
い
た
時
の
抗
生
剤

服
用
な
ど
は
、
長
期
的
に
見
る
と
逆

効
果
の
場
合
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

難
し
い
話
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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